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＜連絡事項＞
・退院支援を進めれる患者様は取り組んでいきましょう。

＜患者様情報＞
・庭田　久美子様～退院許可あり。兄へ連絡し日時確認中。外来は八戸赤十字病院で調整。

・柳町　明子様～拒食持続、点滴3本/日指示あり。

・鈴木 英幾様～主治医より明日採血と臨時薬アムロジピン追加処方あり。

＜入室状況＞
【入院】
・井畑　敬子様～東病棟合併症室
・森田　清助様～東病棟Cユニット4号室

【転出】
・若松　邦夫様～東病棟Dユニット20号室→西病棟Aユニット42号室

【転入】
・大崎　綾子様～南病棟Bユニット104号室→東病棟Cユニット6号室

【部屋移動】
・北村　奈美様～東病棟Cユニット5号室→東病棟Cユニット6号室
・大崎　綾子様～東病棟Cユニット6号室→東病棟Cユニット5号室

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつ開放観察の指示あり。脱衣行為・他室侵入あり、介入にも自制できない為、早めに終了している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。妄想様言動なく経過。対面時には礼節が保たれている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。


・小田　沙也加様～終日隔離中。不穏興奮・感情失禁なく経過している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～身体拘束中。バイタルサイン異常なし。危険行為や不穏さなし。引き続き、症状観察と早期に拘束解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。自傷行為・気分高揚さなく経過している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜馬渡Dr診察情報＞
・古積 幸太様～シクレスト昼より就床前薬へ戻す。

・三浦　華菜様～外泊中には母親と同居する方向で話しあったようである。今後は湊病院への転院を含め自宅退院の方向で調整していく。Bユニット移動許可あり。

・大橋 光子様～ロラゼパム追加処方。圭仁会病院からの持参薬はそちらから処方したもらうよう指示あり。ご家族へ代理受診依頼中。膀胱留置カテーテル挿入指示あり。

・山田 エイ子様～セルトラリン25mg追加。メマンチン15→20mgへ変更。南病棟転出許可。

・中村　たよ様～ボルチオキセチン→ミルタザピン7.5mgへ　食事内容変更指示あり栄養へ依頼。
　　　　　　　　便秘時のIFオーダー追加。

・山下 多嘉子様～西病棟転出許可。引き続き退院支援するよう指示あり。

[bookmark: _GoBack]＜田名部Dr診察情報＞
・宮澤 涼太様～西病棟への転出許可あり。スマホ使用許可あり（預かりにて使用時のみお渡しする）

・滝澤 幸輝様～身体拘束解除に向けて、つなぎ着用について検討。主治医より許可あり。家族連絡や環境調整等の準備できしだい進めていく。

・野月 利章様～西病棟への転出許可あり。

・福士 てつ子様～南病棟への転出許可あり。

＜入院患者様情報＞
①日　　時：令和8年8月20日　11：43
　氏　　名：井畑　敬子（いばた　けいこ）様
　生年月日：昭和29年2月12日(75歳)
　病　　名：前頭側頭葉変性症疑い
　性　　別：女性
　主 治 医：柞木田Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟合併室

　＜経過＞
　未受診ではあるが、生来の知的障害の疑いあり。5年程前より言動が支離滅裂で会話が困難であ
り、ここ1年ほどは入浴も行えていなかった。令和8年7月13日より体の動きが悪い様子があり、
7月14日に体動困難で八戸市立市民病院へ救急搬送され、鉄欠乏性貧血と栄養失調の診断となる。
南部病院宛に紹介状作成し一度帰宅されるも、翌日体動困難にて再び八戸市立市民病院へ救急搬送
され、精査目的にて同院へ入院となる。投薬により身体的には安定したが、鉄欠乏性貧血、繰り返
す発熱（37度台）の原因として潰瘍、悪性腫瘍の可能性は否定しきれないものの家族が精査を希望
しておらず、対症療法を行っている。現在は意味のある発語はなく会話は困難な状態から、同院脳
神経内科にコンサル依頼し、頭部MRIも施行した結果、前頭側頭葉変性症疑いとの診断がおりてい
る。ADLの低下もありリハビリを検討し、自宅より近い南部病院へ転入院の打診を行うが、精神科
での評価・治療が必要とのことから受け入れを断られている。精神科的鑑別診断、専門治療を目的
に当院へ転入の予定となる。本日受診し、東病棟Aユニット9号室へ医療保護入院となる。

②日　　時：令和8年8月20日　15：
　氏　　名：森田　清助（もりた　せいすけ）様
　生年月日：昭和27年6月15日(74歳)
　病　　名：統合失調症
　性　　別：男性
　主 治 医：田名部Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Cユニット4号室

　＜経過＞
　大工として東京や八戸にて就労していたが、借金などの問題があり、昭和58年に帰郷。その後
は、実家にて就労せずに過ごしていた。昭和59年1月頃より、不眠、被害妄想、自殺企図等が出
現したため八戸市立市民病院を受診。通院加療が開始となるが、服薬は不規則であり、病状悪化の
ため三沢精神病院へ入院（昭和60年3月～昭和61年5月）。　これまで当院へ8回の入院歴あり
（最終R8年6月13日～11月26日）。自宅での療養困難なため退院後青風荘に入所した。ケアマネ
がおり、介護施設を複数申込中。現在、土・日・月）特老サンシャインのショートステイ、火）デ
イサービスを利用している。8/11訪問看護が訪問時、意欲の低下、身体機能の低下が著明であり、
歩行もふらつきがあることから車いすでの生活となっていた。臀部に数ミリの褥瘡あり（境皮膚科
受診しアズノール塗布中）。食事は摂れているが、食べこぼしや流延が多い。現在介護施設の空き
を待っている状況だが空きはなく、8月18日青風荘より連絡あり、本人も入院希望していることか
ら入院の予定となる。本日受診し、東病棟Cユニットへ任意入院となる。
